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新年あけましておめでとうございます

あおぞら八重垣は平成２８年で１１回目のお正月を迎えました。入園者様、ご家族様に感謝いた

しますとともに、皆様の本年の健康とご多幸をお祈り申し上げます。年始は暖かい日が続き、穏や

かに一年がはじまりました。元日には互礼会を行い、あおぞら八重垣管理職が入園者様にご挨拶に

伺いました。 入園者様にはお屠蘇を召上って頂き、新年のお祝いを致しました。書道教室では、

入園者様に大きな条幅に４文字から１６文字の書初めをしていただき、フロアにて展示しておりま

す。７日には一年の無病息災を祈って、朝食に七草粥を召上って頂きました。本年も入園者様にと

って良い一年となりますように、職員一同、精一杯取り組んで参りますので宜しくお願い致しま

す。

感染症について

昨年の冬はインフルエンザが流行し、あおぞら八重垣におきましても入園者様、職員への感染が

数件発生し、感染拡大の防止の為、個室対応させて頂くなど、入園者様には大変ご不安ご心配をお

かけしました。今年の冬は、暖冬の為か県内での発生は例年より低く推移しており、現時点での職

員、入園者様の感染は発生しておりません。ノロウイルスにつきましては、現在、冬季の食中毒注

意報が発表されています。感染症流行の季節となっておりますので、手洗い、消毒の一層の徹底に

より感染予防に努めます。またご家族様におかれましても風邪症状、下痢、腹痛などお持ちの場合

は、ご面会を控えていただきますようお願い致します。

おむつ代証明書について

おむつ代領収証を、本館新館入園者様には年始に発送、別館入園者様には今回同封させて頂いて

おります。医療費控除にご利用ください。おむつ使用証明書につきましては、嘱託医より発行いた

しますので、あおぞら八重垣事務所にお申し付けください。市役所でも発行していただけます。

看護体制の変更について

1月の看護師の異動による看護体制の変更により、本館新館の入園者様につきましては、１月分

利用料より夜間看護体制加算(１日当たり１２単位)及び看取り介護加算(ご家族様と医師、各専門職

によるカンファレンスを行い、同意していただいた方のみ)を算定させて頂くこととなります。ま

た、別館入園者様に頂いておりました前述の加算につきましては１月分利用料より算定致しませ

ん。今回の体制変更による別館の夜間の看護サービスについて変更はございません。何卒ご理解ご

了承を頂きますようお願い致します。




